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1. 問題の所在

社会の情報通信基盤の急速な整備に伴い，教

育現場でも情報通信ネットワークの整備が進ん

できた。これからの情報通信社会を生きる児童

は情報通信ネットワークを活用したコミュニケ

ーション能力を身につけることが求められてい

る。一方，人とのかかわりの中で学び共に生き

る心を育むことが重視されてきている。

これらの力を身につける場としては総合的な

学習の時間で役割が大きく，福祉単元で特に有

効である。しかし人とのかかわりを広げる.ネッ

トワーク・コミュニティを活用した単元開発の

視点が十分明確化されておらず，実践も少ない。

そこでネットワーク・コミュニティを「情報通

信ネットワーク上に存在する，共通の目的や活

動を通して成立している共同体Jと定義し，問

題解決のために，ネットワーク・コミュニティ

ーを利用し，そのコミュニケーションの在り方

について研究したいと考えた。

2.研究の目的

総合的な学習の時間における福祉単元でのネ

ットワーク・コミュニティ活用学習の視点を明

確にするために，単元開発と実践を行い，その

評価をすることを本研究の目的とする。

3.研究の方法

(1)ネットワーク・コミュニティ活用単元開発

の際の仮説を明らかにする。

(2)ネットワーク・コミュニティ活用単元を際

指導教官藤村裕

発をする。

(3)ネットワーク・コミュニティ活用単元の実

践を評価し，課題を明らかにする。

(4) ネットワーク・コミュニティ活用単元の開

発の視点、を提案するむ

4. ネットワーク・コミュニティにおけるコミ

ュニケーションの意義

これからの時代を生きる児童は，立場や考え

の異なる人たちとコミュニケーションを通して

理解を深め，共生していく態度を身につけるこ

とが求められる。そこで時間的・空間的に制約

を受けず，多くの人とかかわることのできるネ

ットワーク・コミュニティの利用は有効であ

り，共に生きる心を育む人間教育としても重要

なものである。

5. ネットワーク・コミュニティを活用した単

元関発の捜点

利用の視点として，多くの人とかかわるネッ

トワーク・コミュニティ提供や相互理解を深め

るコミュニケーション，質の高い交流のための

支援が必要である。これらにより児童が質の高

いコミュニケーションを行い，相互の心情の理

解を深め，共生の心が育っていく o

さらに質の高いコミュニケーションにするた

めには，必要なスキルを計画的に育て，情報モ

ラルや責任についても育てていく必要があるq

そこで情報教育の目標を踏まえ指導計画を作成

し，コミュニケーション、の質の向上を図った。
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6. ネットワーク・コミュニティを活用した福

祉教育単元のねらいと展顕

(1)ねらい

奉仕活動や福祉施設訪問などの福祉活動を行

うことと，ネットワーク・コミュニティに参加

することによって，高齢者や障害者への理解を

深め，他者への優しい心や共に生きようとする

心を育てる。

(2)ネットワーク・コミュニティの選定

ネットワーク上の多くの掲示板では書き込み

が進んでいないサイトや商業目的の書き込みが

多く，管理者が管理できていないものもある。

そこで歴史があり，管理も確かで参加者の意識

も高く，意欲的に意見の交流が図られている

SIGヒューマン・ソサエティを選定した。

(3)単元の展開

総合的な学習の時間において，第 5学年 41

名を対象に単元 30時間を構成し，実践した。

7.ネットワーク・コミュニティの活用による

実践の効果

児童はネットワーク・コミュニティでの交流

を通して f近所の人やお年寄りとたくさん話せ

るようになったj などの効果をあげている。ま

た授業前のお年寄りのイメージとして， r体や

目が不自由J， r耳が遠b、Jなどといった身体的

な特徴をあげ， r物知り J，r優しいj といった

内容は少なかった。授業後は，身近なお年寄り

やネットワ}ク・コミュニティのお年寄りにか

かわることを通して意識が変化してきた。しか

し，目標を達成しているとは言えない。(図 1) 
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図1 お年寄りの本当の喜びは何か分かった
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その理由として，お年寄りとの交流の量が少

ないことがあげられ 交流の量を確保する体制

が必要である。また少ない量の交流で理解を得

るには，交流の内容を教師が鋭く見抜き，共通

化してb、く教師の支援が必要となるむさらにお

年寄りの喜びを理解するためには，児童のコミ

ュニケーション能力を高めることが必要であ

るα またお年寄りとの緊密な打ち合わせは不可

欠であるG

8.評価から明らかになった単元開発の禄点

人間関係の希薄化が叫ばれている現在，時間

的・空間的に広がりをもったネットワーク・コ

ミュニティを利用して人間相互の理解を深めて

いくことは重要なことである。これは明確な目

的をもったコミュニケーションを図ることや教

師の適切な支援があって価値は高まるa そこで

単元の展開の分析を基にネットワーク・コミュ

ニティ活用学習における留意すべき単元開発の

視点を次にまとめた。

(I)明確な目的をもったコミュニケーション

-ネットワーク・コミュニティ利用の必要感

をもたせる単元構成

-目的に沿ったコミュニケーシ匂ヨンの量と質

・直接体験とネットワーク・コミュニティの

利用

-児童が成;就感をもっ支援

(2) コーディネーターとしての教師の支援

-単元の目標に沿った緊密な打ち合わせ

-児童の意識の流れに沿った柔軟な単元構成

(時間配分を含む)

(3) コミュニケーション能力を高める計画的な

支援

・事前までに高めておく情報教育の内容

・日常の中でコミュニケーション能力を高め

る支援


